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認知症未来社会創造センターを開設しました。

認知症のリスクを減らし（予防）
理解を深め、暮らしやすい街を創り上げる（共生）

自治体、医療福祉、産業、アカデミアの有機的な共同作業を持続的に推進

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター

本事業が推進する事業は，東京都が策定した『未来の東京』戦略ビジョンにおける
『認知症との共生・予防推進プロジェクト』に位置付けられています。



東京都における認知症の現状
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• 認知症高齢者の数は2020年現在は約50万人、
2040年には約70万人に達する。

• 単身世帯の高齢者が多い東京都では、一人暮
らしの認知症高齢者の増加も深刻化している。

• 高齢者の生活実態調査の結果から、地域に暮
らす認知症高齢者の多くが、必要な医学的診
断やサービスにアクセスできていない現状が明
らかにされている。

• 若年性認知症については、情報やニーズに
あったサービスが不足しており、当事者の不安
は大きい。

認知症とともに、尊厳と希望をもって暮らせる社会
を創る（共生）とともに、認知症のリスクを低減し、
質の高い早期の診断と治療を可能とする社会シス
テムを構築すること（予防）は、これからの認知症
施策の重要な課題。

平成24年度厚生労働科学研究（朝田班）において報告された各
年齢層の認知症有病率が今後も一定であると仮定し、国立社会
保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30年
推計）」を用いて算出した。（2019年東京都社会福祉審議会に
粟田が提出した資料）

東京都における認知症高齢者数の将来推計と
年齢階級別構成比



独居認知症高齢者数の将来推計
全国都道府県平均と東京都の比較
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厚生労働科学研究（朝田班，二宮班）で推計されたわが国の認知症高齢者の性・年齢階級別有病率と，国立社会保障人口問題研究所の「日本の将来推計人口」（全国2017年推計，地域別2018年推計）
及び「日本の世帯数将来推計」（全国2018年推計，都道府県別2019年推計）」を用いて算出した．



東京都健康長寿医療センターの認知症医療・研究実績と今後の展開

※DASC
The Dementia Assessment Sheet for 
Community‐based Integrated Care System 
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● 国内有数のもの忘れ外来開設（1999）
臨床データ，心理検査データ，髄液バイマーカー・データ等の蓄積

● 認知症疾患医療センター（2012）
認知症疾患の早期診断・地域連携体制の確立（都事業）

● 高齢者ブレインバンク 日本最大の脳組織蓄積

● 地域疫学研究：都内（板橋区，大田区，三多摩など）や都外３県
長期縦断研究（お達者検診，SONIC，高島平，草津／鳩山，JAHEAD)
認知症やフレイルのリスク要因解明をめざす観察研究とリスク低減めざす介入研究

● 東京都後期高齢者レセプト分析／病院レセプト研究

研
究

教
育

老人医療センター
老人総合研究所 東京都健康長寿医療センター

●認知症初期集中支援チーム員研修（2012）
評価方法DASC-21（※）を考案し，全国で使用

●認知症支援推進センター（2015）
保健医療専門職の教育研修体制の確立

・認知症サポート医継続研修
・自治体職員研修（認知症支援コーディネーター等）
・認知症疾患医療センター職員研修
・かかりつけ医研修／看護師研修／島嶼部支援など

●都内の認知症高齢者生活実態調査／全国の若年性認知症疫学調査
認知症とともに生きる人のQOL向上に向けた政策提言と社会実装

2020〜
認知症未来社会創造センター

MRI アミロイドPET

CT/MRI/SPECT

FDG-PET
アミロイドPET
タウPETなど

先進画像データの蓄積 国内最大

● 保有データの統合推進
● ビッグデータを用いたデータ
ベース構築，大学／病院／企業
／研究機関でオープンに活用

● 早期診断が可能な低コスト・低
侵襲のバイオマーカーの開発
● 遺伝子解析による個別化医療

● MRI画像を利用したＡＩによる
認知症診断支援システムの開発

● ＡＩを搭載した自動会話プログラ
ム（チャットボット）の開発と認知症
早期支援への応用

●地域コホートデータの統合活用
による認知症リスクチャートの作
成と予防戦略の確立・普及

●レセプト分析による効果的・効率
的なサービス提供体制の検討

●認知症フレンドリー社会の創出
に向けた研究の推進

●研究成果の発信，社会実装に
向けて教育・普及活動へ反映

臨
床

～ 院長 井藤英喜 理事長 松下正明／センター長 井藤英喜 理事長 井藤英喜／センター長 許俊鋭 理事長 鳥羽研二／センター長 許俊鋭

● 放射線診断科
● 神経画像研究

● 認知症全国情報登録制度
オレンジレジストリと連携データ活用

（2015 -2020）班長 鳥羽研二



匿名化（個⼈情報保護法対応）

TOKYO健康⻑寿データベース
品質や種類の異なるデータの統合
CSV準拠、CDISC標準などに対応
今後の国際的な研究開発に柔軟に対応

質の⾼い⽣体試料を
研究機関で利活⽤できる

⾼齢者ﾌﾞﾚｲﾝﾊﾞﾝｸ、⾼齢者ﾊﾞｲｵﾘｿｰｽ
⾎漿→ﾒﾀﾎﾞﾛｰﾑ/ﾌﾟﾛﾃｵｰﾑの統合解析へ
⾎液→ゲノム解析

TOKYO健康⻑寿
メディカルゲノムセンター/バイオバンク

ISO9001、 ISO27001取得へ

高齢社会の課題解決をＴＯＫＹＯから世界へ

①オープンデータベースチーム

②メディカルゲノム
/バイオマーカー
チーム

③ＡＩ診断システム
チーム

④コホート研究
データ統合活用
チーム

⑤認知症疾患
医療センター

⑥認知症支援
推進センター

ゲノムオミックス解析⽤の試料病院の情報（診療情報）
・診療情報
・疫学情報
・検査情報
・検体情報

研究所の情報（研究情報）
・コホート
・疫学情報
・検査情報
・検体情報

・PET、MRI
・画像情報

高齢者
・ブレインバンク
・バイオバンク

細胞アーカイブ
・血漿
・血液

企業等

⼤学･研究機関

医療機関
膨⼤なデータを

世界中で利活⽤できる

海外研究機関
企業等

3省4ガイドラインに配慮

ゲノム・オミックス情報



認知未来社会創造センターが目指すゴール

領域 目指すゴール

オープン・データ
ベース

未来に向けた認知症研究の基盤を確立するために、東京都健康長寿医療セン
ターが保有するビッグデータのデータベースやバイオバンクを構築し、認知症研
究のプラットホームと確立します。
構築したデータベースやバイオバンクは、大学・研究機関、企業等に開示するこ

とで、新たな診断手法の開発、創薬および新規治療の開発につなげます。

メディカルゲノム
／バイオマーカー

 血液等を用いた、低コスト・低侵襲のバイオマーカーを開発し、実用化すること
によって、地域医療の場での質の高い認知症診断を支援します。

 新たなバイオマーカーの開発研究を通して、さまざまな認知症疾患の病態解
明を促進し、新たな診断手法の開発，創薬および新規治療の開発につながる
基礎的なデータを集積します。

AI診断システム

 東京都健康長寿医療センターが保有するMRI神経画像等の既存データを用い
てAI画像診断支援システムを構築し、これを広く普及することによって、地域医
療の場での質の高い認知症診断を支援します。

 AI会話システム（チャットボット）を開発し、地域社会に実装することによって、
地域レベルでの認知症の気づきや早期支援を促進します。

コホート研究統合
活用

 地域コホートを統合的に活用できる体制を確立し、高齢者の生活習慣や身体
的・精神的・社会的状況が、将来の認知機能の低下、生活機能の低下、認知
症の発症、認知症と診断された後の生活の質（QOL）や生活の継続に及ぼす
影響を明らかにし、リスクチャートを作成します。

 これに基づいて、リスク低減に向けた総合的なプログラムを開発し、自治体の
公的事業、民間企業、関係諸機関と連携し、都内全域への普及を図ります。



データマネジャー
/国際標準リーダー

認知症未来社会創造センター組織

プロジェクト全体の統括・管理
複数機関の折衝

③AI診断シス
テム

②メディカル
ゲノム／バイ
オマーカー

研究進捗管理担当
未来社会担当事務局

①オープン
データベース

研究倫理事務局

⿃⽻ 研⼆理事⻑

④コホート研究
データ統合活⽤

認知症未来社会創造センター
粟⽥ 主⼀センター⻑

産学連携
研究広報

⑤認知症疾患
医療センター

ビッグデータ・
バイオインフォマ

リーダー

各プロジェクト運営の指揮

⑥認知症⽀援
推進センター

顧問（順不同・敬称略）
日本医師会 常任理事 江澤 和彦
東京都医師会 副会長 平川博之
日本看護協会 副会長 齋藤 訓子
全国老人保健施設協会 会長 東憲太郎
全国老人福祉施設協議会 会長 平石朗
日本認知症グループホーム協会 会長 河崎茂子
国立長寿医療研究センター 理事長 荒井秀典
日本老年医学会 理事長 秋下雅弘
学校法人香川栄養学園女子栄養大学 学長 香川明夫
認知症の人と家族の会代表 鈴木森夫

許 俊鋭センター⻑


